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（䠍） プロジェクトの特徴的な取組・特筆すべき成果 

 

当ヱプロジェクトは、すべての特性を持つ人たちが同等に参加できる「コミュニ䜿ーシ䝵ン共生」を実現する社会を

目指している。そのために、4 つのコミュニ䜿ーシ䝵ン課題として、「視ぬ」「㠀視ぬ」「⬻機能」「ಶ人の特性」に着目し

た研究⌜を構成するとともに、ಶูの研究⌜に対してではなくプロジェクト全体に対してプロジェクト協力者と言う❧

場で外部からの参画者をເり、ྛ研究⌜ಶูでの議論に加え、全体を意識しながら議論する場を定౛会として実施

し、ಶู課題に関する成果のとりまとめだけでなく、連携することによる課題解Ỵに向けた活動を᥎進している。 

令和 6 年度においては、ロードマップに計画されている「研究集会の開催」を定౛会、中間ሗ࿌会、全体会として

実施しており、また「ᡭヰ言語に関する書⡠の出∧」に関してもሗ࿌書䡡編ⴭ書 6 ෉を刊行(一部予定)するなど、⢭

力的に活動している。特に、現在はまだ刊行されていないが、『日本ᡭヰ∧日本ᡭヰで学びたい䟿』ᐩ⏣望・⳥⃝ᚊ

Ꮚ（編）における DVD の制సは㧗く評価できる。ᚑ来の文字による書⡠としての出∧だけでなく、「コミュニ䜿ーシ䝵ン

共生」において大きな課題となるᡭヰをᫎീとして多くのㄞ者と共有できるように出∧することは意⩏῝い。加えて、

令和 4 年度に実施していた国❧民᪘学博物館における特ู展示「㻴㼛㼙㿘㻌㼘㼛㼝㼡㾞㼚㼟㻌 「し䜓べる䝠ト」䡚ことばの不思議

を科学する䡚」（2022 年 9 月 1 日から 11 月 23 日まで）の展示ෆ容を強化しつつ、インターネット上での再現、新た

な展開を目指した活動も継続している。また、研究データのබ開に関しても、2023 年度外国人データのබ開や 2024

年度ᡭヰㄯヰデータ、ASD コー䝟スについてのබ開‽ഛを進めており、「コミュニ䜿ーシ䝵ン共生」を実現する新たな

研究ศ野を構成する研究環境が着実にᇵわれており評価に値する。 

これらの取組は、地㐨な活動による着実な成果であり、一定ᩘの研究成果が定ᖖ的にሗ࿌される状況と考えられ

る。これは、当ヱプロジェクトの目標㐩成に必要な研究者コミュニティーが形成されつつあると評価できる。また、ᡭヰ

による書⡠ෆ容をすべてᫎീ化し出∧すること、上ẁの DVD 制సにおいては、研究者だけでなく、コミュニ䜿ーシ䝵

ンに課題を有するᵝ々な特性を持つ人々への社会的におおきなイン䝟クトとなる。 

 

（２） プロジェクトの自己点検結果及び課題等 

 

令和 6 年の活動は、（1）に示した成果だけでなく、新たな課題にも取り組䜣でいる。これまでに指摘していた本プ

ロジェクトに関୚した研究者だけでなく、社会への㑏ඖを進めるために、これまでのプロジェクトによる研究会や扱っ

ているデータ等をブックレットとして刊行する取り組みを開ጞしている。展示会等の開催᫬のイン䝟クトとは␗なり、

ᵝ々な場面で活用でき、ᖖにᡭに取って฼用できる成果展開として、コミュニ䜿ーシ䝵ンに対して多ᵝな特性を持つ

人々の間に生䛨る課題を対象とする研究ศ野の存在を広く社会に知らしめることができると考える。目標としているブ

ックレットの刊行にとどまらず、刊行されたブックレットの活用法なども課題と考える。 

「コミュニ䜿ーシ䝵ン共生」という課題は、ᵝ々なコミュニ䜿ーシ䝵ンの基┙となるべき視点が必要であり、現状のメン

バーだけで無く新たな領域への課題共有が必要である。日本リ䝝䝡リテーシ䝵ン་学会との共同企画は、その観点か

らも㧗く評価されるべき活動である。今後、「コミュニ䜿ーシ䝵ン共生」の課題が、リ䝝䝡リテーシ䝵ン་学会に定着して

議論でき、成果が出るような取り組みが必要であり、課題と考える。 
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